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自転車の車道走行が増加
～自転車通行ルールに理解が示される～

宇都宮国道事務所、宇都宮市、栃木県警察本部において、国道４号
（泉が丘交差点～宇都宮東警察署付近）及び、交差する宇都宮市道で、
今年２月より車道に自転車の走行位置【青い矢印 （通称：矢羽根）
など】を明示しています。この度、半年後の効果についてお知らせします。

ビデオ調査より、主に以下の効果が確認されました。

東署南交差点での自転車の車道走行（矢羽根沿って走行）は、国道4号で
約3.3倍、宇都宮市道で約1.5倍と増加し、交差点内での車道走行が促進さ
れました。[別添１参照]

①交差点内での車道走行（矢羽根に沿って走行）が増加。

ビデオ調査より、主に以下の効果が確認されました。

③交差点で自転車の二段階右折が増加

②単路部での車道走行（矢羽根に沿って走行）が増加。
車道（単路部）では歩道上走行が減少し、車道走行（矢羽根に沿って走

行）が、国道4号で約2.6倍に、宇都宮市道で約1.4倍に増加し、単路部での
車道走行が促進されました。 [別添２参照]

※平成24年11月に国土交通省、警察庁にて策定された「安全で快適な自転車利用環境創出ガイドライ
ン」を踏まえ、栃木県の特徴などを考慮した「栃木県版自転車利用環境創出ガイドライン」を策定する

東署南交差点における車道での自転車の二段階右折は、滞留スペースの
明示により事前調査２件→半年後（今回）６件と増加しており、交差点の二段
階右折が理解されてきました。 [別添３参照]

③交差点で自転車の二段階右折が増加。
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ン」を踏まえ、栃木県の特徴などを考慮した「栃木県版自転車利用環境創出ガイドライン」を策定する
予定です。今後、このガイドライン（案）に関するアンケートなどを予定しておりますので、その際は、
改めて、お知らせいたします。
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別添１

●●自転車の走行軌跡（東署南交差点自転車の走行軌跡（東署南交差点））

■交差点の自転車横断帯を撤去し 交差点内に走行位置を明示する矢

1)1)国道国道44号片方向のみ（上り）号片方向のみ（上り）

交差点内での車道走行（矢羽根に沿って走行）が増加交差点内での車道走行（矢羽根に沿って走行）が増加

■交差点の自転車横断帯を撤去し、交差点内に走行位置を明示する矢
羽根を設置した結果、国道4号から交差点に進入し、車道を走行した
自転車＊が事前調査に比べて約３.3倍に増加しており、交差点での車
道走行が促進されました。

◆半年後◆事前調査 【観測位置・観測方向】
至 今泉新町交差点

至

東
京

至

福
島

国道４号

宇
都

至 今泉新町交差点

直進した自転車：29台/2時間
うち、車道を走行した自転車＊

：15台/2時間（52％）

直進した自転車：25台/2時間
うち、車道を走行した自転車

：4台/2時間（16％）

分析対象 【事前】 火 【半年後】 金

都
宮
市
道

至 新４号国道

※走行軌跡を色分け表示（赤、黄、橙色は逆走）車道走行が
約3 3倍に増加

＊半年後調査は矢羽根に沿って走行した自転車
のみ対象

■宇都宮市道から交差点に進入し車道を走行した自転車＊が、事前調査

に比べて約1.5倍に増加しており、交差点での車道走行が促進されま

した

2)2)宇都宮市道宇都宮市道片片方向のみ（上り）方向のみ（上り）

分析対象： 【事前】2013.1.29（火）、【半年後】2013.9.27（金）
朝ピーク時（7～9時）

約3.3倍に増加

した。

◆半年後◆事前調査 【観測位置・観測方向】

至

東

至

福

国道４号

至 今泉新町交差点

直進した自転車：116台/2時間
うち、車道を走行した自転車＊

：65台/2時間（56％）

直進した自転車：106台/2時間
うち、車道を走行した自転車

：40台/2時間（38％）

東
京

福
島

宇
都
宮
市
道

至 新４号国道

２／６

：65台/2時間（56％）：40台/2時間（38％）

車道走行が
約1.5倍に増加

分析対象： 【事前】2013.1.29（火）、【半年後】2013.9.27（金）
朝ピーク時（7～9時）

※走行軌跡を色分け表示（赤、黄、橙色は逆走）

＊半年後調査は矢羽根に沿って走行した自転車
のみ対象



別添２

●●方向別走行位置別交通量方向別走行位置別交通量

■国道4号に自転車の走行位置を明示する矢

単路部での車道走行（矢羽根に沿って走行）が増加単路部での車道走行（矢羽根に沿って走行）が増加

1)1)国道国道44号号((下り下り))単単路部路部

逆走方向②

至 東署南交差点

■国道4号に自転車の走行位置を明示する矢
羽根を設置した結果、車道を順走する自転
車が、事前調査と比べて約2.6倍に増加。
自転車の車道走行が促進されました。

◆半年後◆事前調査

順走

逆走

方向①

方向②

至 泉が丘交差点

宇
都
宮
市泉が丘 観測地点 至至

歩道

車道

（順走）
25
13%

車道

（逆走）
1
1%

◆半年後

車道走行は
約2.6倍に増加

車道

(順走）
7
5%

車道

（逆走）
2
1%

分析対象： 【事前】2013.1.29（火）、
【半年後】2013.9.27（金）
朝夕ピ ク時（7 9時

市
道

至 新４号国道

●宇都宮
東警察署

泉が丘
交差点

国道４号 東署南
交差点

観測地点 至

福
島

至

東
京

自転車走行位置の明示区間

歩道

（方向①）
79
42%歩道

（方向②）
83
44%

単位：台/4時間

全188台

歩道

(方向①)
73
46%

歩道

（方向②）
76
48%

単位：台/4時間

全158台

朝夕ピーク時（7～9時、
15～17時）

■宇都宮市道に自転車の走行位置を明示す
る矢羽根を設置した結果、車道を走行す
る自転車が 事前調査と比べて約1 4倍

単位：台/4時間

2)2)宇都宮宇都宮市道市道((上り上り))単単路部路部
至 今泉新町交差点

逆走

方向①

方向②

順走

車道

（逆走）

る自転車が、事前調査と比べて約1.4倍
に増加、自転車の車道走行が促進されて
ました。

◆事前調査 ◆半年後

至 東署南交差点

宇
都
宮
市
道

●宇都宮国道４号

観測地点 至

福
島

至

東
京

泉が丘
交差点

東署南

歩道

（方向①）
94
37%

車道

（順走）
70
28%

（逆走）
1
0%

歩道（方向①）
98

車道（順走）
49
20%

車道（逆走）
1
0%

車道走行は
約1.4倍に増加

分析対象： 【事前】2013.1.29（火）、
【半年後】2013.9.27（金）
朝夕ピーク時（7～9時、

15～17時）

至 新４号国道

●宇都宮
東警察署

国道４号 島京

自転車走行位置の明示区間

東署南
交差点

歩道

（方向②）

89
35%

３／６

98
41%

歩道（方向②）
93
39%

単位：台/4時間

全241台

単位：台/4時間

全254台



別添３

●二段階右折台数・右折需要●二段階右折台数・右折需要（（東署南東署南交差点交差点））

■東署南交差点における車道での二段階右折は 滞留スペースの明示

交差点で自転車の二段階右折が増加交差点で自転車の二段階右折が増加

■東署南交差点における車道での二段階右折は、滞留スペ スの明示
により、朝夕ピーク時（4時間）で事前調査2件、半年後（今回）
６件で増加し、交差点の二段階右折が理解されてきました。

◆二段階右折の走行軌跡（半年後）

至 今泉新町交差点

④ ② 件

3

国道4号

②→③3件

二段階右折時の滞留の様子（半年後）

至

東
京

至

福
島

1

④→② 1件

2

国道4号

③ ① 1件 ① ④ 1件

4

③→① 1件

◆右折需要（事前・半年後）

宇
都
宮
市
道

①→④ 1件

至 新４号国道

分析対象： 【事前】2013.1.29（火）、
【半年後】2013.9.27（金）
朝夕ピーク時（7～9時、

15～17時）

【自転車の利用状況（国道４号）】
（交差点部） （単路部）

【自転車の利用状況（国道４号）】

４／６

（東署南交差点） （宇都宮市泉が丘５丁目）



参考１

※青い矢印の右側にある白色は、夜間の安全対策
を目的とした反射材であり、外側線ではありません。

５／６ ※設置当初に配付したチラシ。



参考２

交差点内で青い矢印を

交差して明示するのは

チラシ（裏）

全国初

６／６ ※設置当初に配付したチラシ。


